
東濃高校における外国人生徒の支援

▲遠足にて（妻籠・馬籠）

【資料③】
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第２の転換期
平成２３年度 １年生で外国人クラスを編成

第３の転換期
平成２７年度 全学年で国際クラスを編成

１・２年

１～３年

第１の転換期
平成１８年度 外国人生徒が３名入学

（１）外国人生徒の増加



【参考】国籍別生徒数の割合

平成29年4月・全校325名

日 本
７６．９％（２５０人）

ブラジル
１１．３％（37人） フィリピン

１１．３％（37人）

韓 国
０．３％（１人）



（２）国際クラスの特徴

①日本語を母語としない生徒対象
※入学時及び進級時に希望調査

②外国人児童生徒適応指導員、通訳支援員の配置
※ポルトガル語１＋１名、タガログ語２＋１名

③ＴＴ、習熟度別等の授業

④学校設定科目「日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の授業
※１年４単位、２年３単位、３年３単位＝計１０単位

時間割内に設定

⑤２０分の放課後補習
※週４回。教科科目の事前学習



（３）外国人支援で目指すもの

日本の社会で自立して生活できる力

日本語能力
コミュニケー
ション能力

日本社会への
適応力（意志）

【国際クラスの生徒】
・日本語の読み書きが苦手（漢字を含む） ・基本的な日本の学校のルールを知らない
・教員の日本語がわからない ・日本人生徒との関わりを持てない
・母語の読み書きができない



■国際クラスの設置 （→先述）

■日本語指導
①学校設定教科「日本語」→学校設定科目「日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」開講

…日本語の文法を系統的に学習

②プロジェクト学習（アンケート調査、インタビュー調査、進路調査、卒業文集作成など）

…調べた内容を日本語でまとめ、発表する（＝人に伝える）

③各種検定

・日本語能力試験 Ｎ１：５人、 Ｎ２：１人

・日本漢字能力検定 ３級：２人、 ４級：１人、 ５級：２人、 ６級：４人、 ７級：３人

■外国人児童生徒適応指導員
・生徒の支援、保護者の支援 ⇔ 教員との連携、生徒の依存

（４）本校の外国人生徒支援の取組



（５）外国人生徒が活躍できる場づくり

○御嵩町プロモーション事業（駐日各国外交
団地方視察ツアー）における通訳支援

（平成２７年１１月２６日）

→外国人生徒６名が参加



○御嵩町内の小学校での
英語指導アシスタント
（平成２９年６月１５日（御嵩小）・７月６・１３日（伏見小））

→外国人生徒２名ずつ派遣

○御嵩町内４保育園の園児と
の交流 「英語ふれあい活動」

（平成２９年７月３１日）

→年長児８０名、
外国人生徒１５名参加

○御嵩町小学校英語交流会
「英語サマーワークショップ」の
英語指導アシスタント

（平成２８年～。今年は７月２８日）

→外国人生徒５名派遣



（６）外国人生徒に対するキャリア支援

○外国籍生徒を対象とした企業説明会（２年１１月進路懇談会）

・主催： ハローワーク多治見、ハローワーク美濃加茂
・対象： 東濃高校＋加茂高校(定時制課程)の外国籍生徒の

希望者（計２７名）
・参加企業： ４社（可児市２社・美濃加茂市２社）
※ハローワークが外国籍の高校生に特化した企業説明会を
開催するのは岐阜県内で初めて

平成28年11月8日付け中日新聞


